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「7.16 代々木公園」 
 
 

当会から 20 人 

 さよなら原発１０万人集会として呼びかけられ

た７月１６日の集会。九条の会･流山からも２０人

の方が（柏駅に集まって）参加、１７万人といわ

れる大集会となりました。 

   

「７.１６脱原発１０万人
集会」 に参加して 
      土屋美代子 
柏駅に集合し、グリーンの会旗を目印に出発です。

ただならない雰囲気を感じたのは、「代々木公園駅

が非常に混雑していますので、手前の駅で降りてく

ださい」という車内アナウンスを聞いた時でした。 

 現地はやはり大混雑でした。「呼びかけ人の挨拶

は聞きたいよね。」ということで、やっとの思いで第１

会場の入り口にたどり着きました。遠くにステージの

上部が見えるだけでしたが、十分に各人のアピール

は聞くことが出来ました。特に印象に残ったのは大

江健三郎さんが、「７５０万人余の署名を野田首相に

届けた翌日に大飯原発の再稼動が発表されたことで、

私たちは『侮辱された』と感じている」、と述べたこと

です。集会の中で、参加者が１６万人に上ったことが

発表されました。 

 大混雑の中を２時間ぐらいでしょうか、進んでいる

よりは止まっていることの方が多かったですが、デモ

らしきことも出来、大会が成功するということは、こん

な風になることなんだ、と実感しました。 

 警備側の問題など、不愉快になることもありました

が、参加している若い人達の真面目な思いがこち

らにも伝わって来て、爽やかでした。 

「九条の会・流山」事務局  
山田 7144-3993   石林 7154-7511 

 三原 7152-6559 

自己紹介 

山信 司 
はじめまして 山信（やましな）です。簡単

に自己紹介をさせて頂きます。 

私の社会人としての第一歩は、中国地方の某化

学会社のサラリーマン（電気関係）としてスター

トしました。約 10 年後に高度経済成長の影響を

受けて、京浜工業地域での石油化学コンビナート

の建設～運転・管理などに携わり、ついに こちら

で定年を迎えました。 

 『九条の会・流山』には2006年スタート時

からメンバーに加えて頂きましたが、諸般の事

情により、一時 他県に転出。転出期間中にも世

情はますます「自分たちの願いとは逆の方向ば

かり 憲法 9 条があぶない！」と嘆いていまし

た。  

今春 再び流山に戻って参り、江戸川台西3丁

目で妻と二人 ささやかに暮らし始めました。そ

んな折、6月1日発行 №７５ 流山 九条ニュー

ス[サポーターのお願い]記事が目に留まり“微力

ながら 自分の出番かな”と感じて、代表に気持

ちを伝えました。  

 7 月 9日 恒例の駅頭ビラ配り終了後、代表か

ら参加者全員に、私を「世話人に推挙したい」

との提案がなされ、メンバーから異議はなく、

アッ！という間に「世話人」の仲間にされてし

まいました。  

役立たずの年寄りですが「憲法九条」を守

るため、皆さんと一緒になって頑張りたいと 

思っています。よろしくお願いします。                



☆戦争と平和を考える夏の特集番組  

８/５  日テレ（0:50）ドキュメント'12「ボーンマンの約

束～遺骨収容人 70年目の真実」 

 十数万もの日本兵が死亡したニューギニア。「必ずおまえたち

の骨を拾いに来る。」と約束した日本兵の26年間の遺骨収集。  

８/６ ＮＨＫ総合（8：00）「広島平和祈念式典」 

     ＮＨＫ Ｅテレ（9;00）「アニメ・ジュノー」 

 ＊被爆直後の広島に入り、連合国軍から得た医療品で被爆

者の支援にあたったスイス人医師ジュノー。２人の女子学生が、

ジュノーの生きた時代にタイムスリップするという設定で、一人の

医師の軌跡をたどります。 

８／６ ＮＨＫ総合（後８：００）  ＥＴＶスペシャル     

「黒い雨～被爆者調査６７年目の真実」 

  ＊昨年、原爆投下直後に降った、放射性物質をふくんだ「黒

い雨」に１万３千人もの人が遭ったという分布地図が公開されま

した。アメリカの研究機関ＡＢＣＣが集めたものです。なぜ、この

データは公表も研究もされなかったのかを追い、調査に協力し

た被爆者たちの思いを伝えます。 

８／６ＮＨＫラジオ第 1（後９：０５） 

     「いま遺品が『語る』広島の願い            

～行動する詩人アーサー・ビナードを追って」 

 ＊福島第 1原発事故後、ヒロシマを語る意味が変わったという

アメリカ人詩人のアーサー・ビナード。「ヒロシマは過去の話では

ない」と。原爆の遺品の持ち主の家族や福島県相馬市の被災

地を訪ねます。 

８/９ ＮＨＫ総合（前１０：４０）「長崎平和祈念式典」 

  ＮＨＫラジオ第 1（後８：０５）「被爆の記憶を伝えたい」 

＊国立長崎平和祈念館が取り組む「被爆体験記朗読ボランテ

ィア育成事業」。23歳から 79歳まで 80人が集まりました。30

年間被爆体験を語り続ける父から体験の継承をゆだねられた

娘の姿を中心に、被爆都市の新たな試みを追います。 

８/１１ ＮＨＫ ＢＳプレミアム（後８：００） 

        「巨大戦艦 大和」 

＊生きて帰ることが許されない「特攻」出撃した戦艦大和。米軍

の攻撃で2700人を超える死者を出して沈みます。元乗組員や

技術者の証言をもとに悲劇の全体像に迫ります。 

８/１２  日本テレビ（深夜０：５０） ドキュメント'12    

「除染の島へ～故郷を追われた人々」 

＊核実験の死の灰が降り注いだ南太平洋のロンゲラップ環礁で

は、多くの島民が故郷を捨てました。しかし、今年の６月に島の

一部で除染が終了し、帰島できることになりました。島に帰る日

を心待ちにしている人も いれば、残留放射能を恐れて戻らな

い人もいます。放射能にほんろうされるロンゲラップと福島を、フ

ォトジャーナリスト嶋田興生さんの目を通して見つめます。 

８/１４ ＮＨＫ総合（後１０：００）  ＮＨＫスペシャル  

「戦場の軍法会議～隠された真実」 

＊太平洋戦争末期、南方戦線で食料を求めて部隊を離れた

兵士たちが処刑されました。軍法会議で裁いた元法務官が「本

来、死刑にはならないのに、見せしめのために処刑した。」と証

言します。法の番人である法務官が、なぜ正義を貫けなかった

のか。 

８/１５ ＮＨＫ総合（後７：３０）    ＮＨＫスペシャル       

「終戦工作～なぜもっと早くできなかったのか」 

＊太平洋戦争末期、民間人の被害も急激に増加します。国家

指導部は、早くから太平洋戦争を続ける見込みがないことをつ

かんでいたのです。なぜ降伏の決断が先延ばしにされたのか。

指導者の責任と国家のシステムを考えます。 

８/１７ ＮＨＫ ＢＳプレミアム（後１０：００） 

        「豚の音（おん）がえし～ＢＥＧＩＮが結ぶ沖縄と

ハワイの絆」 

＊沖縄戦で壊滅的な被害を受けた沖縄の豚。戦争直後、ハワ

イの日系移民が550頭の豚を送り危機を救いました。石垣島

出身のＢＥＧＩＮは 550本の楽器をハワイへ送るという、恩返しを

しています。ＢＥＧＩＮと豚を運んだ人たちとの交流を描きます。 

    ＮＨＫ ＢＳ１（後１１：００）      「ｄｅａｒ ｈｉｒｏｓｉｍａ  

～ワンピースの写真が北米市民に投げかけた波紋」 

＊広島で被爆した少女らの遺品を撮影し続けた写真家・石内

都。その写真の展覧会がカナダのバンクーバーで開かれました。

開催準備、各国から訪れた観客の反応を 1年以上追ったドキ

ュメンタリーです。18日には関連討論番組（後６：００）を放送。 

 

８/２４ ＮＨＫ総合（後１０：５５）    ＮＨＫスペシャル 

「ドラクロワ～女たちは、恋して、泣いて、強く生きた」 

＊戦中・戦後の時代を強く生きた女性の姿を描きます。戦中に

婚約した男性との実らぬ恋をつづった本を自費出版した女性の

思い。そして亡き祖母が満州から持ち帰ったミシンにこめられた

物語を送ります。 

定例駅宣伝 

８月９日(木) 15：30～16：30 

流山おおたかの森駅 

 ７月９日の宣伝では 7.16 集会のお誘いを兼

ねた宣伝でした。「再稼働はひどい」「同感だ」

と活動への激励が有り、何人もの方から「私も

集会に行くよ」とわざわざ声をかけられました。 

ここにも仲間がいる。それを実感するのは嬉し

いものです。８月９日は長崎への原爆投下の日。

ぜひ多くの皆さんのご参加をお待ちします。 

 

☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺ 

カンパはこちらの郵便振替口座へ 

００１３０ - ５ - ４６４７３５ 口座名 九条の会流山無  

 多くの皆さんが 7.16 や国会包囲行動、首相官邸集

会、地域デモなどいろいろな行動に参加されていると

思います。頭書の世話人までお声を寄せて下さい。 


